
08. トゥアンク・ミザン・ザイナル・アビディン・モスク（アイアン・モスク）  

 

 

 

 

 

ピンクモスクから南へ徒歩 30分ほどのところに黒

とシルバーを基調としたアイアン・モスク（鉄のモスク）

と呼ばれるモスクがある。 

外からはモスクの象徴ともいえるドームが見えずイメ

ージするモスクらしからぬデザインとなっている。 

このアイアン・モスクの一番の特徴は、モスクの象徴で

あり礼拝の呼びかけアザーンなどを流すためのミナ

レット（尖塔）がない。 

正式名称トゥアンク・ミザン・ザイナル・アビディン・モ

スクの最大収容人数は約2万人。またアイアン・モスク

の名の通り、構造の 70%（約 6000t）に鉄の合金が

使われている。 

アイアン・モスクの両サイドには本来は水が張られて

いてデザイン性の高い構成であり、イスラム教にとっ

て「水」は神から贈り物であり聖なるものの象徴の一

つとして設置されているとともに、この位置に水場を

置くことによって、帰化熱によってモスク内部に涼し

い風を送る為の天然のサーキュレーターの効果をも

たらすようになっている。その水場は実用性だけでは

なく水鏡のように風景を映し、風が吹くと水面が表情

を変えるので空間に変化を与えている。 

研修当日はメンテナンスもかねて水は抜いていた状

態であったが、ガイドの話によると礼拝堂のところど

ころにサーキュレーターが設置してあり、柱のサイドか

ら礼拝スペースに向かって吹くエアコンが設置されて

いる。 
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